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具体的取組 自己評価結果 具体的取組 自己評価結果 具体的取組

確かな学力

①重点教科を算数と定め、目標達成のために計
画的な授業研究を進める。
②楽しく、わかる授業の充実を図ることで、達成感
や成就感を数多く経験させる。
③日々宿題を課し、採点・手直し・理解補強を積み
重ねて、家庭学習の定着と充実を図る。
　ここでも達成感や成就感が味わえるよう配慮す
る。

①算数科において、基礎・基本の力をつけ
る授業展開を研究し成果が上がったが、児
童の実力に結び付くところまでもう一歩であ
る。②操作や体験的な展開を多く取り入れ、
思考する時間を確保し、わかる実感を味わ
える授業構成を努力してきたが、まだ全教
育活動では実現できていない。③日々の宿
題提示は定着している。

確かな学力

①継続して重点教科を算数と定め、目指す子ども
の姿の実現のために基礎・基本を大切にしながら
表現力・思考力を高める授業研究を進める。
②楽しく、わかる授業の充実を図ることで、達成感
や成就感を数多く経験させる。
③日々宿題を課し、採点・手直し・理解補強を積み
重ねて、家庭学習の定着と充実を図る。　ここでも
達成感や成就感が味わえるよう配慮する。

①重点研究（算数科）において、「基礎・基本
の定着を図り、思考力を高めるために必要
な手立て」が明らかになった。②具体的操作
や体験的活動などを授業に取り入れ、楽し
く、わかる授業づくりに努めてきた。③今後
は、日々の宿題を活用しての家庭学習のさ
らなる充実や基礎・基本の積み重ねにつな
げていきたい。

重点取組
分野

確かな学力

①重点研究で明らかとなった、「基礎・基本の定着
を図り、思考力を高めるために必要な手立て」を授
業に取り入れ、「意欲をもって主体的に学ぶ子ど
も」を育成する。②楽しく、わかる授業の充実を図
り、達成感や成就感を数多く経験させる。③日々宿
題を課し、採点・手直し・理解補強を積み重ね、家
庭学習の充実や基礎・基本の定着を図る。

①基礎・基本の定着を図るために、子どもの
実態に応じた丁寧な指導を行った。②「楽し
く、分かる授業」を実践することで、子どもの
意欲を引き出したり、自信をつけさせたりす
るよう努力した。さらに、魅力ある授業をつく
り、主体的に学ぶ姿を実現したい。③宿題
の積み重ねは一定の成果をあげている。内
容や量の工夫を図り、より学力向上につな

総括

BB

健やかな体

①日々の給食指導を通じて、食の大切さを実感さ
せる。
②スマイル健康委員会が中心となり、体幹を鍛え
る、本校オリジナルのキラクルバランス
　体操の普及に努める。同じく、集会や学校保健委
員会でけがの防止を全校に訴える。
③ふれあい活動の一環として、大縄跳びで異学年
交流をしつつ、体力向上を図る。

①ぱくぱくだよりの活用により、栄養や食材
に興味をもつことができた。②キラクルバラ
ンス体操の取組は定着してきた。更に教室
で行えるストレッチ体操等にも取り組め、普
段の体つくりを意識することができた。③縄
跳びをふれあい活動や集会に取り入れるこ
とはできた。児童が主体的に体力向上を意
識できるよう工夫していきたい。

健やかな体

①日々の給食指導を通じて、食の大切さを実感さ
せる。
②体幹を鍛える、本校オリジナルの「キラクルバラ
ンス体操」の普及に努めたり、「のびのびひまわり
ストレッチ」を継続し、よい姿勢や体つくりを目指す
とともに、けがの予防に努める。
③全学年で短縄跳びを年間通して行うことで、体
力向上を図っていく。

A

豊かな心

①仲間づくりを大切にした教育活動を実践（たてわ
り活動・福祉教室・あいさつ運動）する。
②道徳教育・人権教育を充実させる。
③一日の生活を豊かにする「あいさつ」の意味を考
えさせ、日常に根付かせる。

①たてわり活動は学校の核となる行事とし
てすっかり定着し、児童同士の心がふれあ
う場面も多く見られた。②道徳教育は計画
の見直しも行い充実を図った。日々の児童
の生活に生かせるようにすることが課題で
ある。③あいさつ運動は定着している。一人
ひとりが意義を感じて進んであいさつをでき
るようにしていきたい。

豊かな心

①仲間づくりを大切にした教育活動を実践（たてわ
り活動・福祉教室・あいさつ運動）する。②道徳教
育・人権教育を充実させる。いじめの根絶に向け
て取り組みを強化する。③一日の生活を豊かにす
る「あいさつ」の意味を考えさせ、日常に根付かせ
る。④教職員の人権意識を高める校内研修を実施
する。⑤いのちの授業を計画的に実践する。

①ぱくぱくだよりの活用により、栄養や食材
に興味をもつことができた。②低学年にはキ
ラクルバランス体操が定着してきた。のびの
びひまわりストレッチを継続することで、授業
に集中できたり、姿勢を意識することができ
るようになってきた。③年間通しての短縄の
取組はできなかったが、けがも多い現状で
運動能力の向上が必要。

B

①年間を通して行うたてわり活動の中で心
の成長を感じた。②道徳の授業の充実を
図った。評価方法について検討し、改善を
図った。③あいさつ運動は定着している。一
人ひとりが意義を感じて進んであいさつをで
きるようにしていきたい。④職員の人権意識
が深まった。⑤自他の命を大切にすること
の大切さを共有した。

B

B

児童指導

①規範意識の定着を図り、集団の一員として気持
ちよく生活できるよう、善悪の判断ができ、ルール
やマナーを守ることができる児童を育てる。②友人
間や学級内のトラブルを、その解決のための努力
により、絆を深める経験にする。③全職員で全児
童を育てる体制を進める。④Ｙ-Ｐアセスメント調査
活用による児童理解を図る。

①ふざけが多くトラブルになることがある。
今後もチームとして児童指導体制を充実さ
せ、粘り強く指導していく必要がある。②よく
話を聞いて指導すると素直に振り返りができ
た。③④児童一人ひとりを理解できるよう、
職員同士の情報共有に努めた。

児童生徒
指導

①日々の学校生活を通して、お互いが気持ちよく
生活できるようにするには、どうすれば
　 よいかを考えさせる。⇒規範意識の定着
②友人間や学級内のトラブルが、その解決のため
の努力により、絆を深める経験にする。
③全職員で全校児童を育てる体制づくりを進める。
④ＹＰアセスメント調査活用による児童理解を図
る。

①規範意識の定着に向けて児童支援専任
を中心として「滝小のやくそく」を共有し、児
童指導体制がチームとして機能していた。
②③日々のトラブルに対して、関係職員及
び管理職や専任・主幹が即時に対応をする
ことができた。その内容は全職員で共有し、
指導にあたれた。④YPアセスメントを有効に
活用できた。

児童指導

①規範意識の定着を図り、集団の一員として気持
ちよく生活できるよう、善悪の判断ができ、ルール
やマナーを守ることができる児童を育てる。
②友人間や学級内のトラブルを、その解決のため
の努力により、絆を深める経験にする。
③全職員で全児童を育てる体制を進める。
④Ｙ-Ｐアセスメント調査活用による児童理解を図
る。

AA

特別支援
教育

①個別の教育支援計画・指導計画の作成とそれ
に基づいた特別支援教育の充実を図る。②個別
支援学級運営の充実を図る（実態に応じた学習内
容・学習形態の充実など）。③学習ルームや国際
教室を開設し希望者の支援授業を実施する。④学
習環境の充実を図る（掲示物等の工夫、個々の特
性に合わせた発問や課題の設定）。

①児童保護者の願いを聞いて支援計画を
作成し、個に応じた支援を行った。②小グ
ループを編成し、様々な実態に対応した学
習形態を工夫した。③学習ルームや国際教
室を有効活用し、児童の課題に対応してき
た。今後ますます人数増加の傾向があり、
より丁寧に対応していく必要がある。④関係
機関と連携し、学年・ブロックで協力して

特別支援
教育

①個別支援計画の作成とそれに基づいた特別支
援教育の充実を図る。
②個別支援学級運営の充実を図る（個々の実情
に合わせた交流学習の充実など）。
③学習ルーム開設による希望者への支援授業を
実施する。
④学習環境の充実を図る（掲示物・教材の工夫、
個々の特性に合わせた発問や課題の

①多様なニーズに対応して個別に支援計画
を立て、できる限りの取組を工夫してきた。
②個別支援学級の学級経営は充実してい
た。③学習ルームの活用により学習意欲向
上が図ることができ、基礎力の向上につな
がった。④支援学校の先生方との懇談を通
して、児童に必要な課題を見出し目標設定
や環境の充実を図る努力ができた。

特別支援
教育

①個別の教育支援計画・指導計画の作成とそれ
に基づいた特別支援教育の充実を図る。
②個別支援学級運営の充実を図る（教室環境や
個々の実態に合わせた学習の充実など）。
③学習ルームを開設し希望者の支援授業を実施
する。
④学習環境の充実を図る（掲示物等の工夫、個々
の特性に合わせた発問や課題の設定）。

AA

地域連携

①地域の行事参加を継続する（クラブ活動等）
②地域の施設と交流を推進し、学習の中でタイ
アップしていく（総合・生活・社会科）
③学校と地域の安全のための夜間防犯パトロー
ルを継続実施する。④ホームページ等を活用し
て、情報を積極的に地域に知らせる。⑤地域と一
体となった90周年記念事業を展開する。

①ダンスクラブ・ブラスバンドクラブ・６年生
が地域のイベントに出演し交流を図れた。②
総合学習や社会科を通して地域と連携し相
互理解につながった。③夜間防犯パトロー
ルを年間で２回実施し、非行の抑止力となっ
ている。④ホームページでの情報公開が好
評を得ている。⑤創立９０周年を地域の方と
共に祝うことができた。

地域連携

①地域との交流を推進する（６年生のソーラン披
露、福祉施設との交流、地域行事への
　 積極的な参加、地域行事への会場提供など　）。
②学習としてのまち探検等で地域への理解を深め
る。
③学校と地域の安全のための連携を強化する（年
間複数回の夜間防犯パトロール実施
   など）。

①クラブ活動・６年生ソーラン節の演技発表
で地域に喜ばれた。②６年生と市電保存館
とのコラボをした総合学習や２年生と商店街
の生活科の学習では理解を深めた。③夜間
防犯パトロールをPTCA・消防団・警察等 と
共催で実施することで地域の信頼を得てき
た。※ホームページのリニューアルで地域に
情報を積極的に発信した。

地域連携

①地域の行事参加を継続する（クラブ活動等）
②ケアプラザやコスモスやまちの中の施設と交流
を推進し、学習の中でタイアップしていく（総合・生
活）
③学校と地域の安全のための夜間防犯パトロー
ルを継続実施する
④ホームページ等を活用して、情報を積極的に地
域に知らせる

AA

ブロック内
相互評価
後の気付

き

・中学校AETが高学年に授業を行ったことは一貫教育に効果的だった。他教科にも広げていきたい。
・小中授業参観では９年間を見通しての教科研究が行われた。交流会では、ブロックとしての児童育成
の重点が話し合われ効果的であった。
・教務会での情報交換で、中１ギャップに向けての小学校での必要な心構えを共有することができ、進
学後に落ち着いてスタートが切れていると成果が報告された。
・ブロックの取組であるコミュニケーションや相手意識の育成などを受けて挨拶の励行を進める。

ブロック内
相互評価
後の気付

き

・ブロックとして育てていきたい子ども像・指導観の共有化をし、「徳」に示した価値の実現をめざした授
業公開や情報交換は、効果的であった。
・中学校のＡＥＴが複数回小学校を訪問し、学習指導を行ったことは児童にとって有効であった。
・小中ブロックでの授業公開後の教科ごとの研究会では、９年間を見通しての話し合いが進められ、小
学校で身に付けておくべき学習内容や学習ルールについて話し合われ、活かされている。
・学力の向上をめざして、考えて行動できる児童生徒を育てることが必要ということが共感できた。

ブロック内
相互評価
後の気付

き

・中学校のＡＥＴが複数回小学校を訪問し、学習指導を行ったことは児童にとって充実感や英語学習へ
抵抗をなくすことに有効であった。他教科でも小中交流授業を広げていきたい。・ブロックとして育てて
いきたい子ども像・指導観の共有化をし、「徳」に示した価値の実現をめざした授業公開や情報交換
は、効果的であった。・９年間を見通して小学校で身に付けておくべき学習内容や学習ルールについて
話し合われ、活かされている。・学力やコミュニケーション能力の向上をめざして、「自分づくり」を実現で
きる児童生徒を育てていく具体的な取組の必要を感じた。

①全教職員がいじめの定義を正確に理解
し、保護者へ懇談会等で周知した。②相手
を思いやる気持ちを大切に、いじめを許さな
い態度を養ってきた。③いじめは起こりうる
ものだという認識に立って、早期発見・早期
解決に組織的に取り組めた。④日々の中
で、子どもや保護者との信頼関係を大事に
し、丁寧な対応を行った。

いじめに
関する項目

①いじめの定義に関する正確な理解を周知徹底
する。
②道徳教育や人権教育やいのちの学習などを通
して、いじめをゆるさない心情を育てる。
③いじめの根絶に向けて、いじめの未然防止や早
期発見、早期解決に組織的に取り組む。
④子ども・保護者の心情に深く寄り添った丁寧な対
応を徹底する。

①教職員が研修を重ね、いじめの定義を正
確に理解した。②相手を思いやる気持ちを
大切に、いじめを許さない態度を養ってき
た。③いじめは起こりうるものだという認識
に立って、早期発見・早期解決に組織的に
取り組んだ。④日々の中で、子どもや保護
者との信頼関係を大事にし、丁寧な対応を
行うよう努めた。

#REF!

#REF!

いじめに
関する項目

①いじめの定義に関する正確な理解を周知徹底
する。
②道徳教育や人権教育を通して、いじめをゆるさ
ない心情を育てる。
③いじめの根絶に向けて、いじめの未然防止や早
期発見、早期解決に組織的に取り組む。
④子ども・保護者の心情に深く寄り添った丁寧な対
応を徹底する。

人材育成・
組織運営

①ミドルリーダーを中心に年間を通じて計画的に
授業・学級経営改善のための活動を行う。
②主幹教諭や他の先輩教師が指導者として、積極
的にメンターチームに関わる。
③研修内容を全職員で共有し、その理解を深め
る。
④日々の授業・学級経営の実践をお互いに参観、
情報交換しながら切磋琢磨する。

①ミドルリーダーがそれぞれの学年経営や
学校運営で、主任や若手教員と協力して中
心的役割を担いチームの中で大いに力を発
揮した。②メンターチームの研修は調和がと
れていた。③④各分掌の主任が主導して、
様々な場面で必要な研修の企画や運営が
行われた。主幹教諭や教務会が適宜サ
ポートにあたり効果的に実施された。

人材育成・
組織運営

①ミドルリーダーを中心に年間を通じて計画的に
授業・学級経営改善のための活動を行う。
②主幹教諭や他の先輩教師が、学年研や各分掌
において指導者としての意識ももち、積極的にメン
ターチームに関わる。
③研修内容を全職員で共有し、理解を深める。
④日々の授業・学級経営の実践をお互いに参観
し、積極的に情報交換し切磋琢磨する。

①ミドルリーダーが学年経営や学校運営面
において、組織内で中心的役割を担い、力
を発揮した。②メンターチーム研修に主幹教
諭等も関わり、有意義な内容で進められた。
③④各分掌主任が主導となり、研修の企
画・運営が行われた。グループウェアの導入
は、情報交換・共有に効果であった。

人材育成・
組織運営

①ミドルリーダーを中心に年間を通じて、日常的に
お互いの実践を積極的に参観・情報交換し合い、
授業・学級経営改善のための活動を行う。②主幹
教諭や他の先輩教師が、学年研や各分掌におい
て指導者としての意識ももち、積極的にメンター
チームに関わる。
③適材適所・抜擢により広く人材登用を行い、OJT
を通して校務への参画意識を高める。

①年間を通じた、日常的な授業参観や情報
交換が、もっと活性化できるように、システム
を整備していく必要がある。②メンターチー
ムからの自主的なな支援要請があったが、
先輩教員からの積極的な働きかけがもっと
欲しい。③各分掌の主任を中心に、積極的
な学校運営への関りが見られた。経験の浅
い教職員も参画意識が高まった。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

・保護者や地域の理解・協力のもと教職員が努力をして日々順調に営むことができた。再来年の９０周
年に向けて準備委員会を立ち上げた。活力と魅力にあふれた計画を立てていきたい。
・学力向上について、今後も課題となる。学びの楽しさを実感できる授業づくりを一層努力していく。
・相互に啓発・連携しつつ、全職員で全校の児童を育てる体制づくりは成果が上がっている。特にふれ
あい活動や児童指導ではチームとしての力を発揮することができた。
・体力向上や人権感覚の育成についてはより工夫をして児童が主体的に目標をもてるようにする。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

・道徳教育の充実、いのちの学習、たてわりふれあい活動などを通して、昨年度以上に豊かな人権感
覚を育てる教育が推進できた。
・算数科の重点研究を通して、表現しながら思考する授業づくりを推進した。学力向上においては、引き
続き一層の努力をしていく必要がある。
・いじめ問題への対応において、全職員で意識を高くもち、相互連携・協働体制づくりを推進した。
・家庭・地域と連携し、来年度の90周年に向けての着実な準備をした。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

・創立90周年記念事業を核として、より一層の地域・保護者連携を深めながら、子どもたちの心に残る
活動を展開し、郷土愛、学校愛などの帰属意識を深めることができた。・いのちの学習の取り組み内容
をさらに深め、昨年度以上に豊かな人権感覚を育てる教育が推進できた。・総合的な学習の時間にお
ける地域に根差した学習材を発掘することができた。学力向上においては、引き続き一層の努力をして
いく必要がある。
・いじめ問題への対応において、今回の教訓を生かし、全職員で危機意識を高くもち、子ども、保護者
への寄り添い姿勢の確認や相互連携・協働体制づくりを推進した。

学校関係者
評価

・学校の取組について、概ね良好の評価を得た。
・地域の方による登下校の見守り活動の長年の功績が認められている。
・地域夜間防犯パトロールやおやじの会のイベント開催で連携の素晴らしさが評価されている。
・学習の定着について、家庭の協力も得て一層の努力を続けてほしい。
・保健優良校として表彰されたことは家庭との協力と教職員の努力が認められた結果である。
・放課後の児童の様子や公園での過ごし方など今後も情報を共有しながら育成にあたりたい。

学校関係者
評価

・保護者へのアンケート結果では学校の具体的な取組について概ね良いという評価を得た。
・「まちとともに歩む学校づくり懇話会」の参加者から教職員の努力が感じられるという評価を得た。
・児童の学習態度がよい。私語がなく、教師の話をきちんと聞いているとの感想があった。
・学力の向上について、家庭の協力も得て一層の努力を続けてほしいという願いが多い。
・「いのちの学習」が年々定着してきている。続けてほしいという意見がある。
・ＰＴＡ活動への理解が深まって多くの協力を得られている。

学校関係者
評価

・保護者からは学校の教育方針に伴う具体的取組について概ね良いという評価を得た。・「まちとともに
歩む学校づくり懇話会」の参加者から教職員の努力が感じられるという評価を得た。・授業参観者より
教師の熱心さが伝わるとの感想があった。・学力の向上について、家庭の協力も得て一層の努力を続
け、誰もが基礎的な力を身に付けられるようになってほしいという要望があった。・「いのちの学習」が
年々定着してきている。ずっと続けてほしいという願いがある。「豊かな心」の教育に役立っている。・ＰＴ
Ａ活動への理解が深まり、活発な活動につながっている。

B

B

B

①磯子祭り、市電祭り、県民祭、新春の集
い、集いのイベントにクラブや６年生が出演
し、交流できた。②６年生が市電保存館と３
年生がケアプラザとの交流を行い連携をし
て学習を進めることができた。③夜間防犯
パトロールを年間で２回実施し、非行の抑止
力となっている。④ホームページでの情報公
開が好評を得ている。

①児童や保護者の願いをよく聞いて支援計
画を作成し、個に応じた支援を行った。②教
室の活用の仕方を工夫し、様々な学習形態
をとりながら学習を充実させた。③学習ルー
ムや国際教室を有効に活用していく中でそ
れぞれの児童の課題に丁寧に対応した。④
関係機関と連携しながら、様々な支援方法
を話し合い、実践してきた。

①規範意識が少しずつ定着してきたが、ま
だふざけが多くトラブルになることがある。今
後もチームとして児童指導体制を充実させ
ていく必要がある。②よく話を聞いて指導す
ると素直に振り返りができ、絆を深めること
ができた。③④児童一人ひとりを理解できる
よう、職員同士の情報共有ができた。

健やかな体

①日々の給食指導を通じて、食の大切さを実感さ
せる。②体幹を鍛える、本校オリジナルの「キラク
ルバランス体操」の普及に努めたり、「のびのびひ
まわりストレッチ」を継続し、よい姿勢や体つくりを
目指すとともに、けがの予防に努める。③全学年
で短縄跳びを年間通して行うことで、体力向上を
図っていく。

豊かな心

①仲間づくりを大切にした教育活動を実践（たてわ
り活動・福祉教室・あいさつ運動）する。②道徳教
育・人権教育を充実させる。いじめの根絶に向け
て取り組みを強化する。③一日の生活を豊かにす
る「あいさつ」の意味を考えさせ、日常に根付かせ
る。④教職員の人権意識を高める校内研修を実施
する。⑤いのちの授業を計画的に実践する。

①たてわり活動を通して心の成長を感じる
場面が多くあった。②道徳の授業の充実を
図った。評価方法について検討し、改善を
図った。③あいさつ運動は定着している。一
人ひとりが意義を感じて進んであいさつをで
きるようにしていきたい。④職員の人権意識
が深まった。 ⑤自他の命を大切にすること
の大切さを共有した。

B

A

A

A

A

B

B

①ぱくぱくだよりの活用や、栄養職員の働き
かけ等により、栄養や食材に興味・関心をも
つことができた。②より覚えやすくするため、
スマイル体操をリニューアルした。運動会や
毎週の取組によって、低学年を中心に定着
してきた③ドッジボールや縄とびを計画的に
行い、運動の機会は増えてきた。引き続き、
体力向上の努力が必要である。


